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完成作品のファイルへの書き出し方法
１．作品が完成したら…
・作品が完成したら、以下の手順をよく読み、所定の形式のファイルへ書き出すこと。

　書き出しには数十分の時間がかかるので、計画的に行うこと。

・書き出しても、Premiere Proで作ったプロジェクトファイルは消去されないので、何度でも編集作業のやり直し、書き出しのやり直しができる。

２．書き出しの手順
①Premiere Proのメニューバーから「ファイル→書き出し→Adobe Media Encoder」と選択する。

②「書き出し設定」ウィンドウが表示されたら、以下ＡとＢの設定を行う（下線を選択）。
Ａ．書き出し設定

　形式：（プルダウンメニュー）Macromedia Flash Video
　範囲：（プルダウンメニュー）シーケンス全体
　プリセット：（プルダウンメニュー）カスタム
　「ビデオを書き出し」と「オーディオを書き出し」（チェックボックス）の両方をチェック

Ｂ．ビデオタブ

　ビデオコーデック　Flash Video(FLV)
　　オプション→別ウィンドウ（プルダウンメニュー）　Flash8　標準品質(400kbps)
　基本パラメータ

　　フレームの幅　　400ピクセル
　　フレームの高さ　300ピクセル
③設定ができたら「ＯＫ」ボタンを押し、わかりやすいファイル名を指定してから「保存」ボタンを押して保存。（わかりやすいファイル名の例：“HiTS08練習課題Aチーム.flv”）
　作業は自動的に「レンダリングウィンドウ→Exporting Movieウィンドウ」と進む

　数分の作品の書き出しに十数分、約10分の作品の書き出しに数十分かかる。

　書き出しが終了するとレンダリングウィンドウとExporting Movieウィンドウが自動的に閉じる。

④Premiere Proを終了し、保存先フォルダを開いて、該当ファイル（③で指定したファイル名で探す）をダブルクリックすると、MediaPlayerClassicが自動的に起動して、完成作品を確認できる。
　確認できたら終了。
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